
 

 

 

 

報 道 機 関 各 位 

令和 5年（2023年）10月 17日（火）16時 00分配付 

 

タイトル 令和５年度（２０２３年度）北海道原子力防災総合訓練の実施について 

配付資料 別紙のとおり 

内容 

（目的・趣旨） 

（概要） 

道及び１３町村（泊村、共和町、岩内町、神恵内村、寿都町、蘭越町、ニセコ

町、倶知安町、積丹町、古平町、仁木町、余市町、赤井川村）が主催し、防災関

係機関が参加する「令和５年度（２０２３年度）北海道原子力防災総合訓練」を

次のとおり実施します。 

 

 ○ 訓練実施日時  

  令和５年（２０２３年）１０月２５日（水）８：３０～１５：３０ 

 ○ 訓練対象施設 

 北海道電力株式会社 泊発電所３号機 

 ○ 実施場所 

  ＵＰＺ内ほか 

○ 参加･協力機関数（予定） 

  防災関係機関等 約３３０機関 

 

参考 
 

報道解禁 テレビ・ラジオ・インターネット   月   日（ ）    時以降 

新聞   月   日（ ）    刊以降 

■なし 

☐あり  

 

報道（取材）に 

当たってのお願い 

 

他のクラブとの

同時発表 

■なし 

☐あり 

担当窓口 

総務部危機対策局原子力安全対策課防災係 

 担当者：課長補佐 池畠 義仁 

ＴＥＬ（ダイヤルイン）：０１１－２０６－６７５８  

内線：２２－８５４  
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 令和５年度北海道原子力防災総合訓練のポイント  
 

 

注：本資料に掲載の時刻は全て予定であり、訓練当日の天候や進行状況などにより、中止又は 

前後する場合があります。 

 

 

 

（１） オフサイトセンター運営訓練 

■ 防護措置の対応方針の協議と避難状況等の把握 

〇 テレビ会議システムを活用した情報共有・対策協議 
・ 原子力緊急事態宣言 ［９：２５～］ 

・ 合同対策協議会全体会議 ［①９：３０～ ②１１：３０～ ③１５：００～］ 

 

○ スマホＩＰ無線サービスを活用した避難用バスの動態管理（位置 

情報の把握） 
 

〇 ＯＦＣへの映像伝送による情報収集 
・ 道路カメラ（北海道開発局）からの映像伝送 ［１０：２０～、１１：５０～］ 

・ ヘリコプター（陸上自衛隊）からの映像伝送 ［１２：３０～］ 

 

（２） 災害対策本部等設置運営訓練 

■ 複合災害に対応した災害対策本部の運営 

〇 災害対策本部員会議を開催し、台風や原子力災害に係る被害状況の把握・情報共有、応

急対策の検討・調整等を実施 
・ 災害対策本部員会議 ［①９：４５～ ②１１：４５～］ 

  

１ 意思決定訓練 

１ 訓練日時 

令和５年１０月２５日（水） ８：３０～１５：３０ 
 

２ 訓練想定 

・北海道電力(株)泊発電所３号機において、設備故障により、原子炉の一次冷却材が漏えい 

し、原子炉を停止。設備の故障が重なり、原子炉の冷却が不能となり、原子力災害に至る。 

・後志地方で台風による暴風雨が発生している状況下において応急対策活動を実施。 

３ 参加機関 

避難先など２３市町村、内閣府、北海道電力(株)、陸上自衛隊北部方面隊、第一管区海 

上保安本部、北海道開発局、札幌管区気象台、北海道警察、消防機関、(公社)北海道 

トラック協会、(一社)北海道バス協会、(一社)北海道建設業協会 など 合計約３３０機関 
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■ バスによる住民避難 

〇 バス集合場所や一時滞在場所の開設・運営、バス避難を実施 
【PAZ要配慮者の避難】    

・ 泊村 ：とまり保育所（※１）、泊小学校、 [０９：００～]  → アパホテル＆リゾート<札幌> 

   泊中学校    

・ 共和町 ：はまなす幼児センター、 [０９：１０～] → ルスツリゾート 

 北辰小学校、ほくでん体育館    

【PAZ一般住民の避難】    

・ 泊村 ：泊村公民館、照岸地区集会所 [０９：５０～]  → アパホテル＆リゾート<札幌> 

・ 共和町 ：ほくでん体育館 [０９：５５～] → ルスツリゾート 

【UPZ住民の避難】    

・ 岩内町 ：岩内高等学校 [１１：３０～]  → 北海きたえーる 

・ 寿都町 ：磯谷会館、横澗会館 [０９：２０～] → (寿都温泉ゆべつのゆ)※２ 

・ 蘭越町 ：蘭越町民センター [１０：００～] → (倶知安町中央公園)※２ 

・ ニセコ町 ：ニセコ町民センター [１０：３０～]  → (倶知安町中央公園)※２ 
 

※１ とまり保育所はきのこ王国（仁木町）で訓練終了 

※２ 避難退域時検査で訓練終了 

※３ 上記のほか、避難区域になっていない倶知安町でも独自の避難訓練を実施 

〇 ホームページ、X（旧：Twitter）等を活用した多言語による住民広報 
※ 関係町村において、防災行政無線や広報車両による広報訓練を実施 

 

■ 孤立地域が発生した場合を想定した実動機関による救出救助 

〇 装甲車による避難  【陸上自衛隊】 
① 乗車 蘭越町育苗施設 [１３：００～] 

② 降車 蘭越町克雪管理センター [１３：１０～] 

 

〇 ヘリコプターによる避難  【北海道警察】  
① 搭乗 寿都町旧磯谷小学校 [１４：００～] 

② 降機 寿都町防災広場 [１４：２０] 

 

〇 ヘリコプターによる避難  【陸上自衛隊】 
① 搭乗 ニセコ町旧ニセコヘリポート [１２：５０～] 

② 降機 倶知安町陸上自衛隊倶知安駐屯地  ［１３：１０] 

 

 

■ 避難経路確保のための道路啓開 

〇 道路維持事業者が防護服の着用等の防護対策を行った上で、道路啓開を実施 
・ 泊村堀株地区集会所 [１１：００～１１：５０] 

 

■ 避難経路の緊急迂回誘導（ブラインド型） 

〇 避難経路が通行不可となった場合を想定し、オフサイトセンターでの 

迂回路の検討や現地警察官による誘導について、事前に情報を付与 

せず、当日の状況に応じたブラインド型で実施 [１１：１５～] 
・ オフサイトセンターでの経路の検討・決定 

・ 避難車両への伝達、避難経路上での警察官による迂回路への誘導 

２ 住民避難等訓練 
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■ 要配慮者の避難対策 

〇 放射線防護施設への要配慮者の屋内退避等 
・ 共和町保健福祉センター [９：４０～１０：２０] 

・ 共和町国富地区防災センター [１２：００～１２：３０] 
 

〇 福祉施設における避難の実施 
・ 泊村養護老人ホームむつみ荘 [９：２０～] 

・ 岩内町岩内あけぼの学園 [１０：００～] 

・ 寿都町寿都浄恩学園 [９：２５～] 

 

〇 各町村と社会福祉施設や学校など要配慮者施設との間での通信連絡 

 

■ 外国人の円滑な避難対策 【協力：ＨＩＥＣＣ（北海道国際交流・協力総合センター）】 

〇 原子力災害に関する情報を多言語（英、中、韓、ベトナム）で翻訳し、ＳＮＳ等で発信 

 

〇 避難所へ避難した外国人住民を対象としたオンライン等による相談対応 ［１０：００～１１：２５］ 
① 災害時外国人支援センター（HIECC）     ② 避難所（蘭越町蘭越町民センター） 

 

〇 観光客緊急サポートステーションの開設・運営 

・ 外国人観光客を対象とした帰宅・帰国のための移動等の相談対応・情報提供（道庁本庁舎１階） 

［１５：１５～１６：３０］ 

 

■ バス運転手の放射線防護対策 

〇 車両中継ポイントにおける運転手への防護資機材の配付や線量管理 
・ 後志総合振興局 ［１０：００～１４：００］ 

 

 

■ 避難退域時検査及び簡易除染 

〇 避難車両及び避難住民に対する放射性物質付着検査と除染 
・ 倶知安町中央公園  ［１１：００～１４：３０］ 

・ 寿都町寿都温泉ゆべつのゆ ［１１：００～１４：３０］ ※車両検査のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 安定ヨウ素剤（模擬）の緊急配布 

〇 住民に対し、安定ヨウ素剤（模擬）の緊急配布を実施 
・ 共和町（戸別配布） ［８：３５～］ 

・ 岩内町（バス車中） [１２：００～] 

・ 寿都町（バス車中・寿都温泉ゆべつのゆ） [１０：００～] 

・ 蘭越町（バス車中） [１２：００～] 

・ ニセコ町（バス車中・倶知安町中央公園） [１２：３０～]  

３ 原子力災害医療活動訓練 



- 4 -   

■ 被ばく傷病者の搬送 

〇 発電所内で被ばくした傷病者の搬送・受入 
・ 岩内町岩内協会病院 ［１０：１０～１０：３０］ 

・ 丘珠空港（陸上自衛隊丘珠駐屯地内） [１１：２５] 

・ 北海道大学病院 [１３：３０～] 
 

 

 

■ 走行サーベイ等による空間放射線の測定 

〇 走行サーベイ車（モニタリングカー）の出動 
・ 北海道原子力防災センター [９：３０～] 

 

〇 可搬型モニタリングポストによる代替測定 
・ 岩内町大浜地区 [９：５０～１０：１５] 

 

 走行サーベイ車（放射線検出器搭載）          モニタリングカー           可搬型モニタリングポスト設置 
 

 

■ 物資緊急輸送訓練 

〇 海上保安庁船舶・トラック協会による避難所への物資等輸送 
・ 岩内町岩内港 ［１０：００～１０：１０］ 

・ 岩内町岩内高等学校 ［１０：２０～１０：３０］ 

〇 放射線防護対策施設に対する物資・燃料供給 
・ 岩内町岩内あけぼの学園 ［１３：３５～１４：１５］ 

 

■ 泊発電所事故拡大防止訓練 【北海道電力(株)】 

〇 可搬型代替電源車による給電を実施 
・ 泊発電所構内 [１３：００～] 

４ 緊急時環境放射線モニタリング訓練 

５ その他 
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令和５年度北海道原子力防災総合訓練に係る報道取材について 

  

訓練の円滑な進行、実施を図るため、次の事項について、ご理解とご協力をお願いします。  

  

１．基本的留意事項  

・ 報道関係者(記者、カメラマン等)は、自社の腕章を必ず着用してください。  

・ 訓練中の訓練参加者に対する取材は、訓練の支障となりますのでご遠慮ください。  

・ 取材に当たっては、道の係員（道の防災服・ネームプレート・ビブス着用）の指示に従っ

てください。  

・ 避難訓練に参加している住民の方への取材は、訓練終了後としてください。  

・ 住民避難用バスの運転手への取材は、運転業務の支障となりますので、取材をご遠慮くだ

さい。  

・ 取材車両の事前申し込みをお願いします。  

事前申し込みをいただいた後に、駐車証（ 報 ）を配付しますので、１０月１９日（木） 

１７：００までに、別紙１（報道取材車両申込票）を原子力安全対策課に提出してくださ

い。  

・ 各訓練実施場所の駐車場は、訓練車両以外の一般の方も利用するとともに、駐車場には限

りがありますので、申込みがない場合には、駐車できません。  

  

２．道庁庁舎内の訓練に係る留意事項  

・ 道庁本庁舎３階テレビ会議室で、オフサイトセンター等とのテレビ会議等を実施します。

会場では、取材エリアを設定しますので、訓練進行の妨げにならないよう、係員の指示に従

ってください。  

・ 会議予定は、「令和５年度北海道原子力防災総合訓練・会議一覧」のとおりです。  

  

３．北海道原子力防災センター（オフサイトセンター）の訓練における留意事項  

・ 取材エリアを設定しますので、訓練進行の妨げにならないよう、係員の指示に従ってくだ

さい。  

・ 誘導員の指示に従い、別紙２（オフサイトセンター駐車場所）のとおり、オフサイトセン

ターの報道用スペースに駐車ください。  

  

４．「実動訓練の概要」でお示ししている訓練実施場所における留意事項（「⑥訓練概要」を参照） 

・ 取材エリアを設定しますので、訓練進行の妨げにならないよう、係員の指示に従ってくだ

さい。  

・ 各訓練実施場所の敷地内には、一般車両や訓練車両などが往来することから、ご注意願う

とともに、必ず報道用駐車スペースに駐車ください。  

・ 訓練車両が通行し危険ですので、車道での取材はご遠慮ください。  

・ 事故防止のため、訓練車両を追いかけることは止めてください。  

・ 各社会福祉施設においては、感染症拡大防止を継続しておりますので、施設内の取材・撮

影はご遠慮ください。 

・ 北海道大学病院内での訓練への取材をご希望の場合は、１０月１８日（水）までに、別紙

３（取材申込書）を次の宛先に提出してください。 

【宛先】北海道大学病院総務課広報・国際企画係  （電話）０１１－７０６－５６０６ 

（E-mail）pr_office@huhp.hokudai.ac.jp （F A X）０１１－７０６－７６２７ 
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・ 北海道電力㈱泊発電所構内での訓練への取材をご希望の場合は、北海道電力㈱に直接ご確

認ください。 

 

５．その他の場所での留意事項  

「⑥訓練概要」で記載のある訓練実施場所以外で取材される場合は、必ず当該施設に連絡の

上、取材するとともに、取材に当たっては、施設の管理者の指示に従ってください。  

  

６．知事の訓練視察について  

  次のとおり、知事が訓練を視察する予定です。  

 

７．訓練内容に関するお問合せについて  

訓練内容に関しご不明な点や確認事項がある場合には、以下までお問い合わせください。 

 

  【連絡先】原子力安全対策課 課長補佐 池畠（ダイヤルイン）011-206-6758 

                       （ 携  帯 ）011-585-6261 

  

 

８．訓練の中止等について  

・ 道内において災害等により大規模な被害が発生するおそれがある場合は、訓練を中止また

は一部変更する場合があります。  

・ 訓練の中止等については、訓練当日６：００頃に危機対策局において決定し、中止等を決

定した場合は、速やかに関係機関にお知らせします。  

  ※ 道政記者クラブ：中止の場合は、７：３０頃までに一斉ＦＡＸでお知らせします。  

※ 中止の場合は、道のホームページにも掲載します。 

＜視察予定＞ 

・オフサイトセンター運営訓練（北海道原子力防災センター、１１：４５頃～） 

・避難退域時検査訓練（倶知安町中央公園、１２：３０頃～） 

＜ぶら下がり会見＞ 

 ・１２：５０頃から、倶知安町文化福祉センター（倶知安町中央公園北側）で、知事

のぶら下がり会見を行います。（５分程度） 



(別紙１）

市町村名

札幌市 人

札幌市 人

札幌市 人

札幌市 台 人

札幌市 人

札幌市 人

泊村 台 人

泊村 台 人

泊村 台 人

泊村 台 人

泊村 人

泊村 台 人

共和町 台 人

共和町 台 人

共和町 台 人

共和町 台 人

共和町 台 人

共和町 台 人

岩内町 人

岩内町 人

岩内町 台 人

岩内町 台 人

岩内町 台 人

岩内高等学校　（バス集合場所 等）

国富地区防災センター

岩内あけぼの学園

北海道庁（本庁舎１階 交流広場）

北海道国際交流・協力総合センター

新港東ふ頭

北海道大学病院

泊小学校　（バス集合場所）

泊中学校／とまり保育所　（バス集合場所）

北辰小学校　（バス集合場所）

岩内町地場産業サポートセンター
(可搬型モニタリングポスト設置場所)

泊村公民館　（バス集合場所）

はまなす幼児センター　（バス集合場所）

堀株地区集会所

照岸地区集会所　（バス集合場所）

むつみ荘

北海道立総合体育センター
北海きたえーる

北海道総務部危機対策局原子力安全対策課　行　（FAX番号：０１１－２３２－１１０１）

北海道社会事業協会岩内病院

ほくでん体育館　（バス集合場所）

保健福祉センター

令和５年度北海道原子力防災総合訓練　報道取材車両申込票

車両台数
(※斜線の場所は訓練取材用の

駐車ｽﾍﾟｰｽはありません)

北海道庁（本庁舎３階 テレビ会議室）

取材場所

北海道原子力防災センター
（オフサイトセンター）

場所

札幌市南区体育館／アパホテル＆リゾート

取材予定人数



(別紙１）

市町村名

車両台数
(※斜線の場所は訓練取材用の

駐車ｽﾍﾟｰｽはありません)

取材場所

場所
取材予定人数

寿都町 人

寿都町 人

寿都町 人

寿都町 人

寿都町 台 人

寿都町 台 人

寿都町 台 人

蘭越町 台 人

蘭越町 台 人

蘭越町 人

ニセコ町 台 人

ニセコ町 台 人

倶知安町 台 人

倶知安町 台 人

黒松内町 人

留寿都村 台 人

蘭越町民センター　（バス集合場所 等）

克雪管理センター

ニセコ町民センター　（バス集合場所）

寿都温泉ゆべつのゆ
（※駐車ｽﾍﾟｰｽは風太公園駐車場）

美谷会館　（バス集合場所）

寿都浄恩学園

磯谷会館　（バス集合場所）

横澗会館　（バス集合場所）

旧磯谷小学校

寿都町防災広場

旧ニセコヘリポート

育苗施設

原子力安全対策課で手渡し（　　　月　　　日受取希望）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　【連絡責任者】

ルスツリゾート

駐車証受け渡し方法
（いずれかに〇を付けてください）

所属・氏名

電話番号

FAX

車両のナンバー

報道機関名

後志総合振興局
（※駐車ｽﾍﾟｰｽは後志総合振興局の西側）

中央公園
（※駐車ｽﾍﾟｰｽは後志総合振興局の西側）

黒松内つくし園



1

交通整理員

車両等
駐車場所

オフサイト
センター

西村計雄
記念美術館

交通整理員

美術館利用者駐車場所
（訓練関係者駐車禁止）

オフサイトセンター駐車場所
別紙２



2

報道用
（16台）

訓練車両
（30台）

訓
練
車
両

（
12

台
）

訓練車両
（10台）

訓練車両計 59台

車両通行ルート確保

参観バス等
一時車両
停車位置

交通整理員

規制事務所車両

自衛隊車スペース

一
般
参
観
者

(

7
名)

交通整理員

VIP
車両
(5台)

機材搬入出口

要員入出口 要員
入出口

ＥＭＣ車両 自
衛
隊
車
両

（
７
台
）

車両転回
スペース

オフサイトセンター周辺図


